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３．経営戦略における取組の進捗状況 

 

 

基本方針１ 下水道施設の維持管理と整備   

 

＜下水道施設の維持管理＞ 

   ○目標：予防保全型の維持管理を行い、施設の長寿命化を図る 

    実績：下水道本管テレビカメラ調査 汚水管路施設１，３０３ｍ 

       下水道管口テレビカメラ調査 汚水管路施設２８３か所 

       マンホール及び管口止水工事 止水処理９６か所 

 

管渠改善率 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

向日市実績 ０．００％ ０．００％ ０．００％ 

 

指標の説明 

 

当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠

の更新ペースや状況を把握できます。 

 

 

動向 

 

 

耐用年数である 50 年に達している管渠はありませんが、

今後の更新時期には多額の費用が発生することが予想され

ます。 

管渠の長寿命化を図るため、テレビカメラ調査によって早

期に補修が必要な箇所を発見し、予防保全型の維持管理を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

基本方針２ 経営管理の向上 

基本方針３ 一般会計繰入金の適正化 

 

  ○目標：経営管理の向上のため、公営企業会計を適用する 

   実績：公営企業会計移行（令和２年４月から適用開始） 

 

  ○目標：基準外繰入金のあり方を検討する 

実績：一般会計繰入金  ８９７，２０６千円（前年度比１６．５２％） 

うち基準外繰入金 ４２５，７０５千円（前年度比４３．１３％） 

ただし、基準外繰入金として、新型コロナウイルス感染症対応 

地方創生臨時交付金５２，２０６千円を含む。 

 

総収支比率（収益的収支比率） 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

向日市実績 ６１．９％ １００．０％ １００．０％ 

指標の説明 
使用料収入や一般会計からの繰入金等の総収益で、総費用

をどの程度まかなえているかを表します。 

 

動向 

 

公営企業会計適用後は１００％となっていますが、不足分

を一般会計からの繰入金によって賄っています。 

 

使用料回収率（経費回収率） 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

向日市実績 ７６．８％ ９０．９％ ９４．６％ 

指標の説明 

使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料でまかなえて

いるかを表しており、使用料水準を評価することができま

す。 

動向 

１００％を下回っており、汚水処理費が使用料以外の収入

（繰入金等）により賄われていることがわかります。適正

な経費回収のため、経営管理の向上を図ります。 

 

※令和元年度は公営企業会計適用前、令和２年度以降は適用後であるため、 

同じ指標でも計算方法等の条件が異なります。 


